
デジタルアーカイブ所在情報による
文化財防災の可能性
「お地蔵さん」の所在調査を例として

独立行政法人国立文化財機構 京都国立博物館
近藤 無滴



本日の内容
１．「お地蔵さん」の所在調査開始の
経緯、調査方法等
２．今回の調査と報告の経緯
３．課題とまとめ



地蔵盆とは何か

•地蔵菩薩の縁日で、厳密には毎月24日
•一般的に、8月24日頃に行う
•路傍や街角の「お地蔵さん」が対象
※例外もある

•近畿地方を中心とする地域の行事
•「お地蔵さん」を飾り付け、供え物をする等
※飾り付けの内容は町によって異なる

•読経、おやつの配布、「ふごおろし」等
•一部の町では、大日盆という行事もある

などなど･･････



「お地蔵さん」の所在調査開始

• 2012年より大学関係者、数人で調査開始（報
告者は2013年より参加）

•調査の目的
⇒京都市内に点在する「お地蔵さん」の位置

を網羅する



調査方法

•調査シート、市街地図を片手に、町を歩き、
「お地蔵さん」を見つける

• 2～3人で1チーム
•聞き取り、書記、撮影等





調査シート（表面）

「お地蔵さん」の有無、数

「お地蔵さん」の場所（種類）

「お地蔵さん」の材質

「お地蔵さん」の名称

「お地蔵さん」の装飾、向き等

祠について（材質等）



調査シート（裏面）

地蔵盆について
・日程
・場所
・内容

文字情報等



入力したデータの一部

緯度、経度情報を基にマッピング



「お地蔵さん」の位置をマッピング
１か所あたりの数でマーカーを変化



これまでの課題

「お地蔵さん」の移動、減少の原因･･････

周辺環境の変化という予想はできたが、
再調査は基本的に実施していなかった

経年変化が追えないという課題



２．今回の調査と報告の経緯

•平成３０年７月豪雨
•大阪北部地震
京都でも建物、樹木に大きな被害が発生

「お地蔵さん」にも被害が？再調査の必要性



報告にあたっての調査

東山区、下京区で「お地蔵さん」を発見した場所
で現時点での有無を確認
調査者：報告者１人
方法 ：スマホでマップを見ながら確認
調査数：約５５０箇所
結果 ：約５０箇所で「お地蔵さん」の移

動を確認



「お地蔵さん」が移動していた例

２０１３年の様子



「お地蔵さん」が移動していた例

２０１９年１月時点の様子



「お地蔵さん」が移動していた例

２０１９年２０１３年



「お地蔵さん」はどこへ？

２０１３年



「お地蔵さん」はどこへ？

２０１３年

２０１９年



「お地蔵さん」はどこへ？

２０１３年

２０１９年



「お地蔵さん」が移動していた例

２０１９年２０１３年



「お地蔵さん」が無くなった(?)例



「お地蔵さん」が無くなった(?)例

２０１３年



「お地蔵さん」が無くなった(?)例

２０１３年２０１９年



３．課題とまとめ

•継続した調査の必要性
•調査記録の保存の重要性



調査の継続

調査者
⇒学生が中心
２０１２年当時の調査者は全員、卒業
卒業後、調査に参加することが困難



調査記録の保存場所
• 作成された大量の調査シート

⇒現在は大学に保管中



調査記録の保存場所
•作成された大量の調査シート
⇒大学に保管中

•作成したデータ
⇒大学に保管 調査者の個人端末
個人情報処理という観点からも個人では限界がある



まとめ

•平常時の記録、データ化の重要性
→平常時の記録が災害などの対応にもつながる

•大学等の調査、研究成果の行方
大学などの機関と言えど、データの維持は困難





マッピング


